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寄付
のお
礼品
を

お贈
りし
ます
！

１万
円以

上の
ご寄

１万
円以

上の
ご寄

付付

をい
ただ
いた
人

をい
ただ
いた
人にに

上記の特産品１点に加え「プレミアムギフト」をお贈りします！

　ＡまたはＢのどちらかをお選びください。

Ａ「かんぽの宿富田林」露天風呂付き特別室ペア宿泊券　

※有効利用期限は発行日より６カ月です。

※宿泊日は予約状況により、希望に添えない場合があります。

Ｂ「市農業公園サバーファーム」詰め合わせセット（８月～２９年１月までの期間限定）

※東條ほんわか米「ひのちゃん」２４㌔、サバーファームのイチゴ８パックの他、富田

林産ミカン１０㌔箱をセットにして２月頃にお送りします。

問い合わせ 寄付金については都市魅力創生課（内線424）、税控除については課税課（内線1問い合わせ　寄付金については都市魅力創生課（内線424）、税控除については課税課（内線11717））

★下記の地元特産品の中からお好きなものを１点お選びください。

★10万円以上のご寄付をいただいた人にはさらに…
※詳しくは市役所４階都市魅力

創生課または金剛連絡所に備え

付けのパンフレットや市ウェブ

サイトの「ふるさと寄附金」の

ページをご覧ください。

※ふるさと寄付金をかたった

「振り込め詐欺」などには十分

ご注意ください。

◇ふるさと寄付金の使い道

　本市では、皆さんから寄せられた寄付金を、「とん

だばやしふるさと基金」に積み立て、「ふるさとづく

り」の事業資金として大切に使わせていただきます。

　なお、昨年は総額３１７５万３３０６円の寄付金をいただ

きました。

　この基金には、「ゆたかなみどりへ」「まちのかがや

きへ」「伸びゆくこどもたちへ」「とんだばやしの未来

へ」の４つの使い道があり、寄付していただく人が

希望する使い道に沿って、そのときの状況に応じた

個別事業の予算に使わせていただきます。

◇寄付の方法

①申し込み　

・インターネットによる申し込み　市ウェブサイトの「ふ

るさと寄附金」から２４時間３６５日いつでも寄付の申し込みが

可能です。クレジットカード決済（Yahoo！公金支払）を

利用すると、申し込みから支払いまでの手続きが一度にで

きます。

・申込書による申し込み　申込書を市役所４階都市魅力創

生課へご提出ください。申込書は市ウェブサイトの「ふる

さと寄附金」からダウンロードするか、都市魅力創生課ま

でお問い合わせください。

②寄付金のご入金　

　寄付の方法は申し込み時にクレジットカード決済、納入

用紙による入金、口座振り込み、現金書留による送金、窓

口に持参の５つからお選びください。　※クレジットカー

ド決済によるご寄付はインターネットによる申し込みのみ

ご利用いただけます。また、５０００円以上のご寄付からご利用

いただけます。なお、口座振り込みや現金書留によるご寄付

の手数料はご負担をお願いします。

◇ふるさと寄付金とは

　自分の生まれ故郷や応援したい自治体への寄付金

のことです。

　２０００円を超える部分について、一定の額まで所得

税の還付と個人住民税が控除されます。
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四季雑感
　　　　　　　　　　  富田林市長　多田　利喜

　今年も花火の季節を迎え、夏真っ盛りを実感する

時期となりました。昔なら、麦わら帽子をかぶり、

蚊取り線香を足元に置いて、うちわを片手にスイカ

にかぶりつく姿が一つのスタイルであったように思

います。

　ところで、今年は例年に比べ、台風の数が少ない

ことにお気付きでしょうか。こういう時は、台風の

規模がより大きくなるといわれておりますので、こ

の秋は注意が必要です。

　さて、４月に発生した熊本地震では、宇土市にお

いて市役所庁舎が半壊し、行政機能に大きな支障が

生じました。このことは本市の６月定例議会でも大

きな議論となり、庁舎の耐震性が改めて問われてい

ます。

　今後、発生が予想される南海トラフ巨大地震に備

え、まず、子どもたちの安全・安心の確保に向けて、

保育園、幼稚園、小・中学校の耐震改修を、また避

難所となる公共施設の耐震化を優先的に進めてきま

したが、市庁舎の耐震化も重要課題として、本市の

財政状況も考慮しながら、早急に検討に入りたいと

考えておりますので、市民の皆さんのご理解をお願

い申し上げます。
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４
月
に
発
生
し
た
熊
本
県
熊

本
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震

度
７
の
地
震
以
降
、
熊
本
県
、

大
分
県
を
中
心
に
相
次
い
で
地

震
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
が

出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
市
役

所
２
階
地
域
福
祉
課
と
金
剛
連

絡
所
で
義
援
金
の
受
け
付
け
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
募
金
箱

を
市
内
各
公
共
施
設
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
義
援

金
の
受
付
期
間
が
次
の
と
お
り

延
長
さ
れ
ま
し
た
。　

※
募
金
箱
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
熊
本

地
震
関
連
情
報
の
「
義
援
金
に

つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
熊
本
県
を
寄
託
先
と
し
て
指

定
す
る
場
合
＝
　
年
３
月
　
日

２９

３１


ま
で
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災
害
義
援
金
の
受
付
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

■
大
分
県
を
寄
託
先
と
し
て
指

定
す
る
場
合
＝
　
年
９
月
　
日

２８

３０


ま
で

　
な
お
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
に
よ
り
６
月
　
日
現
在
で

３０

６
１
９
万
８
７
０
０
円
の
義
援

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
地
に
届
け
ら
れ
、
被
害
状

況
に
応
じ
て
案
分
さ
れ
、
各
被

災
県
に
設
置
さ
れ
た
義
援
金
配

分
委
員
会
を
通
じ
、
全
額
を
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
８
）

大阪８８０万人訓練を実施

　
東
日
本
大
震
災
の
際
、
地
震

発
生
時
の
判
断
と
行
動
が
生
死

を
大
き
く
分
け
ま
し
た
。
災
害

発
生
時
に
き
ち
ん
と
行
動
す
る

に
は
、
正
確
な
情
報
を
い
ち
早

く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
同
訓
練
は
一
人
一
人
が
身
を

守
る
行
動
や
避
難
行
動
を
実
践

す
る
機
会
で
す
。
こ
の
機
会
に

そ
の
と
き
で
き
る
最
善
の
行
動

を
考
え
、
実
践
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

と
き
・
内
容
　
９
月
５
日

、

午
前
　

時
＝
地
震
発
生
（
想

１１

定
）
、
　

時
３
分
ご
ろ
＝
大
津

１１

波
警
報
発
表
（
府
か
ら
府
内
全

域
に
向
け
メ
ー
ル
配
信
）

※
携
帯
電
話
利
用
者
に
訓
練
速

報
を
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。
緊

急
地
震
速
報
の
ブ
ザ
ー
音
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
着
信
音

が
鳴
り
ま
す
。
式
典
中
な
ど
携

帯
電
話
が
鳴
っ
て
は
い
け
な
い

状
況
に
あ
る
場
合
は
あ
ら
か
じ

め
電
源
を
切
っ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

※
エ
リ
ア
メ
ー
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
）
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
ａ

ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
に
対
応

し
て
い
る
機
種
に
の
み
配
信
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
受
信
料
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

※
携
帯
電
話
の
対
応
機
種
な
ど

詳
し
く
は
、
携
帯
電
話
各
社
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
緊
急
速
報

メ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
な
い
機

種
を
お
持
ち
の
人
は
、
次
の

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
お
お
さ
か
防
災
情
報
メ
ー
ル

（
登
録
者
の
み
）〔h

ttp
://w

w

w
.o
sa
k
a
-b
o
u
sa
i.n
e
t/p
re
f/

P
re
v
e
n
tIn
fo
M
a
il.h
tm
l

〕

●
Y
a
h
o
o
!
防
災
速
報

（
登
録
者
の
み
）〔h

ttp
:/
/
e
m

g
.y
a
h
o
o
.c
o
.jp
/

〕

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
「
地
震
防
災

訓
練
」
ア
プ
リ
（
登
録
者
の
み
）

〔h
ttp
s
:/
/
w
w
w
.n
ttd
o
c
o

m
o
.c
o
.jp
/s
e
rv
ic
e
/a
re
a
m
a

il/e
a
rth
q
u
a
k
e
_
w
a
rn
in
g
/

d
isa
ste
r_
p
re
v
e
n
tio
n
/

〕

※
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k

a
.lg
.jp
/s
h
o
b
o
b
o
s
a
i/tra

in
i

g
_
to
p
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６
９
１

０
）
８
０
０
１
〕

～地震が起きたら、まず身を守る～
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対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

◆
　
年
４
月
１
日
～
　
年
３
月

２８

２９

　
日

ま
で
に
、
本
市
で
母
子

３１保
健
法
に
基
づ
く
妊
娠
の
届
け

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に

　
　
お
祝
い
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
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トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

出
を
し
た
人

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
用
品
、
ベ

ビ
ー
用
品
な
ど
３
万
円
相
当
分

の
品
物
　

※
お
祝
い
品
は
準
備
が
整
い
次

第
、
順
次
発
送
し
ま
す
。

申
請
の
受
け
付
け
　
　
年
３
月

２９

　
日

ま
で
（
妊
娠
の
届
け
出

３１を
す
る
際
に
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
都
市
魅

力
創
生
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）

　
本
市
で
は
、
仕
事
と
家
庭
を

両
立
さ
せ
る
た
め
の
環
境
整
備

と
し
て
、
新
た
に
「
病
児
保
育

事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

「
病
児
保
育
事
業
」
と
は
、
保

護
者
が
勤
務
な
ど
で
家
庭
で
の

保
育
が
困
難
な
場
合
に
、
病
気

の
お
子
さ
ん
を
専
用
ス
ペ
ー
ス

で
一
時
的
に
保
育
す
る
事
業
で

す
。
　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
保
育

所
や
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
を
利
用

し
て
い
る
小
学
６
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
で
、
病
気
の
回
復
期

や
回
復
期
に
至
ら
な
い
が
当
面

の
症
状
に
急
変
が
認
め
ら
れ
な

い
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
対
象
者
に
は
、
認
可

外
保
育
施
設
や
幼
稚
園
の
預
か

り
保
育
を
継
続
利
用
中
で
、
保

護
者
が
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
場

合
も
含
み
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

実
施
施
設
　
富
田
林
病
院
内
保

育
施
設
「
な
で
し
こ
保
育
園
」

保
育
時
間
な
ど
　
月
～
金
曜
日

の
午
前
９
時
～
午
後
６
時
ま
で

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

利
用
期
間
　
１
回
に
つ
き
最
長

１
週
間
ま
で

利
用
者
負
担
　
日
額
２
５
０
０

円
（
別
途
給
食
代
が
必
要
）

事
前
登
録
　
８
月
１
日

～
、

市
役
所
２
階
こ
ど
も
未
来
室
ま

た
は
利
用
中
の
市
内
保
育
所
・

学
童
ク
ラ
ブ
へ
（
郵
送
不
可
）

※
登
録
用
紙
は
こ
ど
も
未
来
室

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市
内
保

育
所
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者

は
各
施
設
で
登
録
用
紙
を
配
布

し
ま
す
。

※
具
体
的
な
利
用
方
法
は
事
前

登
録
の
際
に
お
渡
し
す
る
チ
ラ

シ
、
ま
た
は
子
育
て
応
援
サ
イ

ト
「
Ｔ
ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」〔h

ttp
://

to
n
-to
n
.jp

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
登
録
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
８
）

28年度臨時福祉給付金、障害・遺族年金受給者
向け給付金を支給します

　２６年４月の消費税率引き上げによる影響を緩和するため、

所得の少ない人に対し、制度的な対応をするまでの間の、暫

定的・臨時的な措置として、「臨時福祉給付金」を支給します。

　また、「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩

恵が及びにくい所得の少ない年金受給者への支援と所得全体

の底上げのために「障害・遺族年金受給者向け給付金」を支

給します。

支給額・対象者

●「臨時福祉給付金」（一人につき３０００円）

　２８年１月１日時点で本市に住民登録している人で、２８年度

市民税が非課税の人（市民税が課税されている人の扶養親族

などになっている人や生活保護受給者などは除く）

●「障害・遺族年金受給者向け給付金」（一人につき３万円）

　臨時福祉給付金の支給対象者のうち、２８年５月分の障害基

礎年金、遺族基礎年金などを受給している人　※高齢者向け

年金生活者等支援臨時福祉給付金を受給した人は対象外とな

ります。

受付期間　９月１日～２９年３月１日（土・日曜日、祝日、

年末年始を除く）　※ただし、９月３日、１１日は受け付け

します。

※支給対象となる可能性のある人に、９月上旬に申請書を郵

送します。

※制度について詳しくは、厚生労働省特設ホームページ

〔http://www.2kyufu.jp〕をご覧いただくか、厚生労働省給付

金専用ダイヤル〔０５７０(０３７)１９２〕へお問い合わせください。

問い合わせ　市給付金専用コールセンター〔０５７０（０７７）７６５〕

病児保育事業を

　　　　実施します

９月９月～～



５

　
本
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
の

目
標
に
「
が
ん
検
診
受
診
率
　５０

㌫
超
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
が
ん
検
診
受
診
率

向
上
対
策
の
一
環
と
し
て
、
国

が
指
定
す
る
年
齢
の
人
に
「
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
下
旬
に
同
ク
ー
ポ
ン
券

を
対
象
者
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
申
し
込
み
方
法
や
検
診
の
実

施
場
所
な
ど
詳
し
く
は
同
ク
ー

ポ
ン
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
の
上
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
（
実
施
期
間
）

　
年
３
月
　
日

ま
で

２９

３１

※
毎
年
、
有
効
期
限
間
際
は
大

変
混
み
合
い
、
予
約
が
取
り
に

く
く
な
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を

持
っ
て
早
め
に
申
し
込
み
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

●
乳
が
ん
検
診

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

５０

５１

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
（
　４０

歳
）

●
子
宮
頸
が
ん
検
診

・
平
成
７
年
４
月
２
日
～
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
（
　２０

歳
）

※
年
齢
は
　
年
4
月
1
日
時
点

２８

で
の
満
年
齢
で
す
。
現
在
の
年

齢
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
同
ク
ー
ポ
ン
券
は
　
年
４
月

２８

　
日
時
点
で
本
市
に
住
民
登
録

２０が
あ
る
人
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

※
同
ク
ー
ポ
ン
券
の
送
付
対
象

者
以
外
の
人
で
も
無
料
で
が
ん

検
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
（
　１８

ペ
ー
ジ
参
照
）。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
）

（２８）

風しんワクチン接種費用の一部を
助成します

　本市では、先天性風しん症候群を予防する

ため、妊娠を希望する女性などで、風しんに

対する免疫が不十分（抗体検査結果の数値が

不十分）である人を対象に風しんワクチン接

種費用の一部を助成します。

対象者　接種時に本市に住民登録があり、風

しん抗体検査の結果、免疫が不十分（ＨＩ法

で１６倍以下、またはＥＩＡ法で８.0未満、いず

れもワクチン接種日以前５年以内の結果）で、

かつ次のいずれかに該当する人

①妊娠を希望する女性

②妊娠を希望する女性の配偶者

③妊娠している女性の配偶者

※現在、妊娠している人およびその可能性が

ある人は接種できません。また接種後は少な

くとも２カ月間の避妊が必要です。

※申請方法、助成上限額など、詳しくはお問

い合わせください。

※風しん抗体検査は富田林保健所〔(２３)

２６８１〕で無料で受けることができますので、

詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　健康づくり推進課〔(２８)５５２０〕

骨髄バンクドナーに助成金を交付
しています

　本市では、白血病などの治療に有効な骨髄

移植を推進し、骨髄バンクへのドナー登録者

増加を図るため、骨髄移植の提供者（ドナー）

に対して、助成金を交付しています。

対象者（次の全てに該当する人）

◎本市に住民登録をしている人

◎（公財）日本骨髄バンクが実施している

「骨髄バンク」に登録し、提供を証明する書

類の交付を受けている人

◎骨髄・末梢血幹細胞の提供を２５年４月１日

以降に完了した人

助成額　骨髄の提供に際して入院および通院

に要した日数で１日当たり２万円（上限１４万

円）

申し込み　市ウェブサイトの各課のページ

「健康づくり推進課」からダウンロードした

骨髄移植ドナー支援事業助成金交付申請書に

必要事項を記入し、日本骨髄バンクが発行す

る提供を証明する書類を添えて、提供を完了

した日の属する年度の３月末日、または完了

日から１４日以内のいずれか遅い日までに保健

センター〔(２８)５５２０〕へ（郵送不可）　

※必要書類など詳しくは、お問い合わせくだ

さい。　

　
一
定
年
齢
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
胃
・
肺
・
大
腸
・
乳
・
子

宮
 頸
 が
ん
の
が
ん
検
診
に
対
す

け
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
が
ん
検
診
受
診
に
関
す

る
現
況
を
お
聞
き
す
る
と
と
も

に
、
ご
要
望
・
ご
意
見
を
お
伺

い
す
る
機
会
と
な
る
も
の
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
が
ん

対
策
・
検
診
体
制
の
整
備
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
７
月
末
に
対

象
年
齢
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
封
筒
を
郵
送
し
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
率
直
な
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者
　
　
年
４
月
　
日
時
点

２８

２０

で
、
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
次
の
対
象
生
年
月
日
の
人

・
平
成
７
年
４
月
２
日
～
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

・
平
成
２
年
４
月
２
日
～
３
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

６０

６１

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

５５

５６

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

５０

５１

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
女

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

４５

４６

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
女

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

４０

４１

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
女

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

３５

３６

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
女

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

３０

３１

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
女

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
）

（２８）

対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

対
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にににににににににににににににににににににに
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子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子

が
ん
検
診
（
乳
が
ん
・
子
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
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が
ん
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けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
ククククククククククククククククククククク
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券
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ををををををををををををををををををををを
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
送
付
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

が
ん
検
診
受
診
意
向
調

査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す



６

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
休
日
窓
口
を
次
の
日
程

で
開
設
し
ま
す
。

　
申
請
者
本
人
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き
　
８
月
７
日

、　

日
１４


、
午
前
９
時
～
正
午
　

※
９
月
以
降
は
、
毎
月
第
１
日

曜
日
の
み
開
設
し
ま
す
（
年
始

は
除
く
）。

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
４

会
議
室

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
日
曜
交
付
を
実
施
し
ま
す

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）

　
　
月
よ
り
、
第
２
駐
車
場
が

１０
移
転
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
来
庁
者
用
駐
車

場
の
駐
車
可
能
台
数
、
駐
車
料

金
な
ど
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
駐
車
場
よ
り
も
市
役

所
に
近
い
場
所
へ
移
転
し
ま
す

の
で
、
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
市
役
所
敷
地
内
の
第
１
駐
車

場
混
雑
緩
和
の
た
め
、
第
２
駐

車
場
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
椅
子
な
ど
を
使
用

さ
れ
る
場
合
は
、
第
１
駐
車
場

の
障
が
い
者
等
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
、
３
４
６
）

市役所第２駐車場が
移転します

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断

住
宅
の
耐
震
診
断
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

工
事
補
助
制
度
のののののののののののののののののののののののののののののののののの

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

ご
利
用
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

補
助
対
象
住
宅
　
昭
和
　
年
５

５６

月
　
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

３１
造
住
宅

補
助
金
額
　

○
耐
震
診
断
＝
診
断
費
用
の
　１０

分
の
９
の
額
（
上
限
４
万
５
０

０
０
円
）　

※
一
般
的
な
住
宅
で
は
自
己
負

担
約
５
０
０
０
円
で
耐
震
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
耐
震
工
事
＝
工
事
費
用
の
３

分
の
１
の
額
（
上
限
１
０
０
万

円
）

※
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に

５６

３１

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
以
外
の

耐
震
診
断
補
助
に
つ
い
て
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
８
）

10月～

～市役所庁舎により近くより近くなります～

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

男
女
共
同
参
画
関
連
講
座

受
講
生
募
集
　
　
　
　
　

～
女
性
の
視
点
を
 +
 し
て

プ
ラ
ス

家
庭
と
地
域
の
防
災
力
ア

ッ
プ
！
～

　
防
災
の
プ
ロ
が
女
性
な
ら
で

は
の
防
災
術
を
伝
授
し
ま
す
。　

　
非
常
食
の
意
外
な
調
理
方
法

な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
　
日

、
午
前
　
時

２０

１０

～
正
午

と
こ
ろ
　
金
剛
公
民
館
　

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

（
性
別
不
問
）

定
員
　
　
人
　

３０

※
託
児
あ
り
（
お
お
む
ね
２
歳
以

上
就
学
前
対
象
、
要
予
約
）
。

参
加
費
　
無
料

講
師
　
岡
本
　
裕
紀
子
さ
ん
（
防

災
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
）　
※
手
話
通
訳
、
要
約

筆
記
あ
り
。

申
し
込
み
　
８
月
　
日

ま
で

１２

に
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
託
児
の
希
望
の
有
無

（
有
の
場
合
そ
の
幼
児
の
氏
名
・

年
齢
）
を
記
入
し
、
人
権
政
策
課

〔（
内
線
４
７
４
）
・

　
９
０
３

（２５）

７
・
Ｅ
メ
ー
ルjin

ken
@
city.to

n
d

a
b
a
y
ash
i.lg
.jp

〕
へ
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
抽
選
、
電
話
申
し
込

み
可
）

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
同
課
か

ら
確
認
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す

の
で
、
メ
ー
ル
の
受
信
が
で
き
る

よ
う
設
定
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

市役所庁舎周辺地図

マイナンバー広報キャラクタマイナンバー広報キャラクターー

「マイナちゃん「マイナちゃん」」
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コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

と
き
　
毎
週
日
曜
日
、
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
０
時
　
分
～

４５

５
時
　
分
３０

※
土
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
　
月
　
日
～
翌
年
１
月
３

１２

２９

日
）
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
会
議
室

（
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
、
下
図

参
照
）

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
コココココココココココココココココココココ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ををををををををををををををををををををを

日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
を
     　
　
　

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま

　
　
 　
　
　
　
開
設
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

電話予約により夜間や土曜日でも住民票
などを発行しています

　市役所業務時間内（祝日、年末年始を除く月～金曜

日の午前９時～午後５時３０分）に電話で予約していた

だくと、夜間（午後１０時まで）や土曜日などの閉庁日

でも①住民票、②印鑑登録証明書、③市・府民税証明

書を市役所地下宿直室（右下図参照）で受け取ってい

ただくことができます。

※①③は本人または同居のご家族からの申請に限りま

す。受け取りの際には本人確認ができる運転免許証や

健康保険証などを必ず持参してください。

※②は予約時に印鑑登録証の番号などをお聞きしま

す。受け取りの際には印鑑登録証を必ず持参してくだ

さい。

※手数料は、いずれも１件３００円です。釣り銭が要ら

ないように、準備をお願いします。

問い合わせ　①②は市民窓口課（内線１３１、１３２）、③は

課税課（内線１１１、１１２）

●
税
関
係
の
証
明
は
必
ず
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
で
の
税

関
係
の
証
明
は
、
市
役
所
業
務

時
間
内
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
　
分
）
に
発
行
で

３０

き
る
か
ど
う
か
を
③
は
課
税

課
、
④
は
納
税
課
へ
必
ず
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
納
税
証
明
書
は
納
付

済
み
で
あ
っ
て
も
次
の
期
間
に

取
り
に
来
ら
れ
た
場
合
、
発
行

機
の
収
納
デ
ー
タ
と
し
て
確
認

で
き
な
い
た
め
発
行
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
領
収
証
書
や
通
帳
な

ど
を
持
参
さ
れ
て
も
発
行
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
市
・
府
民
税
証
明
書
な
ど

の
証
明
発
行
業
務
の
一
部
と
パ

ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
住
民

票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
市
・

府
民
税
証
明
書
な
ど
の
証
明
発

行
業
務
の
一
部
と
パ
ス
ポ
ー
ト

の
受
け
取
り
を
日
曜
日
に
も
ご

利
用
い
た
だ
け
る
「
日
曜
窓
口

取
り
扱
い
業

務①
住
民
票
、

住
民
票
記
載

事
項
証
明
書

の
発
行

②
印
鑑
登
録

証
明
書
の
発

行
（
印
鑑
登

録
証
を
必
ず

持
参
し
て
く

だ
さ
い
）

③
市
・
府
民
税
証
明
書
の
発
行

④
納
税
証
明
書
の
発
行

⑤
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り

※
①
③
④
は
本
人
確
認
が
で
き

る
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証

な
ど
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
転
入
、
転
出
、
印
鑑
登
録
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
、
市
・
府

民
税
の
申
告
な
ど
の
手
続
き

や
、
法
人
市
民
税
の
営
業
・
納

税
証
明
書
、
戸
籍
の
証
明
書
の

発
行
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
・
府
民
税
に
関
す
る
証
明

書
は
、
１
月
１
日
に
本
市
在
住

の
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
れ
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
や

申
告
さ
れ
て
い
な
い
人
は
発
行

で
き
ま
せ
ん
。

《
納
付
済
み
で
も
発
行
で
き
な

い
期
間
》

■
市
役
所
で
納
付
さ
れ
た
場
合

→
納
付
後
、
市
役
所
開
庁
日
数

の
最
短
で
７
日
間

■
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
た
場

合
→
引
き
落
と
し
後
、
金
融
機

関
営
業
日
数
の
最
短
で
　
日
間

１０

■
金
融
機
関
で
納
付
さ
れ
た
場

合
→
納
付
後
、
最
長
で
約
２
週

間■
市
・
府
民
税
が
給
与
天
引
き

の
場
合
→
納
期
限
の
毎
月
　
日
１０

を
過
ぎ
て
か
ら
約
２
週
間

※
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
日
曜
窓

口
コ
ー
ナ
ー
で
は
納
税
証
明
書

が
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
未
納
の
場
合
や

法
人
市
民
税
の
同
証
明
書
は
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
税
な

ど
の
収
納
業
務
は
取
り
扱
っ
て

い
ま
せ
ん
。

※
①
～
④
の
手
数
料
は
、
い
ず

れ
も
１
件
３
０
０
円
で
す
。（
た

だ
し
、
④
の
う
ち
の
軽
自
動
車

車
検
用
納
税
証
明
書
は
無
料
）

釣
り
銭
が
要
ら
な
い
よ
う
に
、

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
⑤
の
受
け
取
り
時
に
必
要

な
収
入
印
紙
と
府
証
紙
は
販
売

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

購
入
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
①
②
⑤
は
市
民

窓
口
課
（
内
線
１
３
１
）、
③
は

課
税
課
（
内
線
１
１
１
）、
④
は

納
税
課
（
内
線
１
２
１
）
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市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資

市
職
員
採
用
資
格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格
試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
試
験
を

実
施
し
ま
す

２8年度

28年度市職員採用資格試験の説明会

　職員採用資格試験の概要について説明後、職種ごとにブースを設置

し、先輩職員から担当業務や職務について説明するとともに、皆さんか

らの質問にお答えします。

とき　８月１９日、午前１０時３０分～正午（午前１０時開場）

ところ　市消防本部４階大講堂

対象者　主に今年度の同採用資格試験を受験予定の人　定員　１００人

申し込み　市ウェブサイトの各課のページ「人事課」からダウンロード

した申込用紙に必要事項を記入（入力）し、８月１６日までにＥメール

で人事課〔Ｅメールjinji@city.tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込み多数の場

合抽選）　

※８月１６日以降に、申し込み受け付けの返信メールを人事課から送信

しますので、受信できるように設定しておいてください。なお、１８日

までに返信メールが届かない場合はご連絡ください。

※説明会への参加の有無が、同採用資格試験の合否に影響することはあ

りません。

※申込時に記載された情報は説明会実施のためだけに使用し、それ以外

の目的には使用しません。

問い合わせ　人事課（内線３２２、３２３）　

試
験
職
種
と
受
験
資
格
お
よ
び

採
用
予
定
人
数

左
表
の
と
お
り

第
１
次
試
験
日
、
試
験
内
容

試
験
日
　
９
月
　
日


１８

試
験
内
容
　
基
礎
能
力
試
験
、

性
格
適
性
検
査
、
体
力
テ
ス
ト

（
消
防
職
）

実
施
要
綱
な
ど
の
交
付

８
月
４
日

～
９
月
７
日


（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
）

３０

に
人
事
課
、
金
剛
連
絡
所
で
交

付
し
ま
す

※
消
防
職
に
つ
い
て
は
市
消
防

本
部
消
防
総
務
課
で
も
交
付
し

ま
す
。

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
人
事
課
」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

次
の
①
②
両
方
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
人
事
課
」
か
ら
「
採

用
試
験
エ
ン
ト
リ
ー
フ
ォ
ー

ム
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

必
要
事
項
を
入
力
し
、
８
月
　３１

日

ま
で
に
メ
ー
ル
に
添
付
し

て
エ
ン
ト
リ
ー

②
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
８
月
　
日

～
９
月
７
日

１７


（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
）
ま

３０

で
に
、
事
務
職
は
人
事
課
、
消

防
職
は
市
消
防
本
部
消
防
総
務

課
へ
提
出
（
郵
送
可
。
９
月
２

日

の
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
８
月
４
日

か
ら

配
布
す
る
実
施
要
綱
ま
た
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
人
事
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
い
ず
れ
の
職
種
に
お
い
て
も

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
も
受

験
で
き
ま
す
が
、
従
事
で
き
る

職
務
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
２
、
３
２
３
）



９

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
　
年
5
月
に
開
館
し
た
、
観

２７
光
交
流
施
設
き
ら
め
き
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
で
は
、
観
光
案
内
を
は

じ
め
、
物
販
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ

な
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

魅
力
あ
る
施
設
に
す
る
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
「
き
ら

め
き
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し

ま
す
。　

　
応
募
い
た
だ
い
た
人
を
登
録

し
、
活
動
内
容
に
合
っ
た
人
へ

必
要
時
に
随
時
、
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
　
歳
以
上
の
人
で
次

１６

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
富
田
林
と
南
河
内
が
好
き
な

人・
観
光
案
内
を
し
た
い
人

・
歴
史
を
伝
え
た
い
人

・
仕
事
や
得
意
分
野
を
、
観
光

に
生
か
し
た
い
人

・
何
か
を
企
画
し
た
い
人

・
人
を
楽
し
ま
せ
た
い
人

※
性
別
、
国
籍
、
職
業
、
住
所

は
問
い
ま
せ
ん
。

※
未
成
年
の
人
は
、
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
の

で
、
報
酬
は
支
給
し
ま
せ
ん

が
、
交
通
費
や
食
事
な
ど
を
支

給
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
き
ら
め
き
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
〔

　
５
５
０
０
〕

（２４）

の
中
に
は
、
個
人
情
報
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た

め
、
個
人
情
報
保
護
制
度
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
　
年
度
中

２７

に
お
け
る
運
用
状
況
は
左
表
の

　
本
市
で
は
、
市
政
に
対
す
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
信
頼

を
深
め
市
民
参
加
の
開
か
れ
た

市
政
を
進
め
る
た
め
、
市
の
保

有
す
る
情
報
を
公
開
す
る
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
保
有
す
る
情
報

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況

と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
実
施
機
関
別
な
ど
の

詳
し
い
運
用
状
況
は
、
情
報
公

開
課
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
市
役
所
の
ご
案
内
「
情
報
公

開
、
個
人
情
報
保
護
」
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
１
８
１
）

《市情報公開制度の運用状況》

《市個人情報保護制度の運用状況》

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
や
評
価
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、「
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を

　
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
満
足

度
や
重
要
度
の
傾
向
を
把
握
す

る
た
め
、
満
　
歳
以
上
の
市
民

２０

の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ

た
１
５
０
０
人
の
皆
さ
ん
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
ま

す
。
８
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
届
い
た
人
は
ぜ
ひ
率
直

な
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
１
８
１
）

ききききききききききききききききききききき
ららららららららららららららららららららら
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ききききききききききききききききききききき
サササササササササササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ

き
ら
め
き
サ
ポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

タ
ー
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす



１０

８
月
６
日
の
記
憶
を
決
し
て
薄

れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
訴
え

ま
し
た
。

　
こ
の
訪
問
の
意
義
を
理
解

し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の

尊
さ
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
機

会
と
し
て
、
今
年
も
「
平
和
を

考
え
る
戦
争
展
」
を
開
催
し
ま

す
。
　
今
年
の
企
画
展
で
は
、
戦
没

画
学
生
た
ち
が
 遺
 し
た
絵
画
や

の
こ

手
紙
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ま

た
、
戦
争
で
命
を
奪
わ
れ
た

ペ
ッ
ト
や
動
物
園
の
動
物
た
ち

に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
　
世
紀
を
戦
争
や
核
兵

２１

器
の
な
い
真
に「
平
和
の
世
紀
」

と
す
る
た
め
、
私
た
ち
の
平
和

へ
の
思
い
を
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
ま
す
。

と
き
　
８
月
５
日

～
７
日


、
午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
７
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

３
階
展
示
室

●
企
画
展
①
「
戦
没
画
学
生
の

遺
し
た
願
い
」
～
無
言
館
か
ら

の
声
～

　
志
半
ば
に
し
て
戦
没
し
た
画

学
生
た
ち
の
遺
作
か
ら
、
戦
争

が
若
者
の
希
望
あ
る
未
来
を
奪

い
取
っ
た
事
実
と
画
学
生
の
思

い
を
伝
え
ま
す
。

●
企
画
展
②
「
戦
争
で
命
を
う

ば
わ
れ
た
動
物
た
ち
」

　
戦
時
下
に
お
い
て
、
一
般
家

　
戦
後
　
年
を
迎
え
、
戦
争
を

７１

体
験
し
た
人
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
中
で
、
私
た
ち
は
過

去
の
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
後
世
に
語
り
継
ぎ
、

二
度
と
戦
争
を
引
き
起
こ
さ
な

い
よ
う
強
く
訴
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
世
界
に
は
い
ま
だ

に
核
兵
器
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
５

月
　
日
に
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ

２７
大
統
領
が
初
め
て
広
島
を
訪
問

し
、「
核
な
き
世
界
」の
追
求
と
、

庭
で
飼
わ
れ
て
い
た
ペ
ッ
ト
や

動
物
園
の
動
物
た
ち
も
、
無
残

に
も
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。

●
核
の
時
代
を
振
り
返
る

　
核
兵
器
の
開
発
か
ら
、
広

島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、
そ

し
て
オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪

問
ま
で
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
い
、
振
り
返

り
ま
す
。

●
　
年
戦
争
・
大
阪
大
空
襲
と

１５
全
国
の
空
襲

　
満
州
事
変
か
ら
終
戦
ま
で
を

中
心
に
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
、
日
本
が
戦
争
へ
と
歩
ん
だ

道
の
り
と
当
時
の
世
界
情
勢
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
争
末
期
に
Ｂ
　
に
２９

よ
る
連
日
の
爆
撃
で
焼
け
野
原

と
な
っ
た
大
阪
の
様
子
と
、
日

本
の
主
要
都
市
が
空
襲
の
標
的

に
さ
れ
た
理
由
や
被
害
状
況
に

つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

●
戦
時
下
の
富
田
林

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
戦
時
品
・
遺
品
の
展
示
と
、

戦
時
中
に
多
く
の
学
童
疎
開
を

受
け
入
れ
て
い
た
富
田
林
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

●
戦
時
下
の
生
活
ミ
ニ
体
験

　
防
空
頭
巾
や
鉄
カ
ブ
ト
な
ど

を
実
際
に
手
に
触
れ
て
、
戦
時

中
の
生
活
を
体
感
で
き
ま
す
。

●
広
島
・
長
崎
原
爆

　
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
「
　
時
１１

２
分
」
で
止
ま
っ
た
ま
ま
の
柱

時
計
や
、
強
烈
な
熱
線
に
よ
っ

て
溶
け
た
ガ
ラ
ス
瓶
な
ど
長
崎

原
爆
資
料
館
所
蔵
の
貴
重
な
被

爆
資
料
と
写
真
を
展
示
し
、
広

島
、
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
ま
す
。

●
非
核
・
平
和
ポ
ス
タ
ー

　
市
内
の
小
学
５
年
生
が
平
和

へ
の
願
い
を
込
め
て
描
い
た
非

核
・
平
和
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し

ま
す
。

～語り継ぐ戦争の記憶・伝える平和への思い～

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和平和をををををををををををををををををををををを考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考えええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争える戦争展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展

第３２回

●
み
ん
な
で
作
る
ピ
ー
ス
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
折
り
鶴
な
ど

　
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
書

い
て
い
た
だ
い
た
ピ
ー
ス
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

投
影
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
に
て
ひ
と
つ
の

大
き
な
画
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　
ピ
ー
ス
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
折

り
鶴
、
平
和
図
書
、
平
和
ビ
デ

オ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
原
爆

死
没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平

和
の
実
現
を
祈
念
す
る
た
め
、
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
に
１
分

間
の
黙
と
う
を
捧
げ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
　
日
は
「
戦
没
者

１５

を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
な

ど
で
も
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま

す
。

広
島
平
和
記
念
日
　
８
月
６
日


、
午
前
８
時
　
分
１５

長
崎
平
和
の
日
　
８
月
９
日

、

午
前
　
時
２
分

１１

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

す
る
日
　
８
月
　
日

、
正
午

１５

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課
（
内

線
４
７
２
）



１１

８月は「こども110番月間」です

　夏休みに入ると、子どもに対する犯罪や事

故の危険性が増加します。そこで、８月を同

月間とし、「こども１１０番運動」を推進していま

す。地域全体で子どもの安全を見守り、子ど

もたちが安心して暮らせる環境をつくりま

しょう。

■こども110番の家

　もしものときに、子どもたちが助けを求め

ることができるように、

地域の協力家庭や店舗に

目印となる旗やステッ

カーを掲げています。学

校や家の近くの「こども

１１０番の家」を探してみま

しょう。

■動くこども110番

　「こ ど も１１０番」の ス

テッカーを貼った車やバイクが地域を走り、

助けを求めてきた子どもの一時保護と警察へ

の通報などをします。

■家庭や地域の皆さんで、子どもたちを守り

ましょう！

　「１人で遊ばない」「知らない人についてい

かない」など、子どもたちに犯罪から自分の

身を守る方法を教えましょう。子どもの様子

をうかがったり、車から子どもに話し掛けた

りするなどの不審者を見掛けたら、子どもを

守り、すぐに警察に通報しましょう。また、

子どもたちが登下校や遊びで外出する際に

は、防犯ブザーやホイッスルを持たせ、しっ

かりと活用するように教えましょう。

問い合わせ　生涯学習課〔(２４)１４５１〕

ルールを守って楽しく花火

　毎年、夏になると花火による事故が発生し

ます。特に、打ち上げ花火による火災が多発

します。

　花火で遊ぶときは、次のルールを必ず守り

ましょう。

○花火に書いてある遊び方などをよく読んで

守る。

○花火を人や家に向けたり、燃えやすい物が

ある場所で遊んだりしない。

○風の強いときは、花火をやめる。

○事前に水を用意する。

○花火の筒先に、顔や手を絶対に出さない。

　特に、点火時や途中で火が消えたときは注

意してください。

　大人が手本となって正しい遊び方や、火の

後始末の方法を子どもに教えましょう。

問い合わせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕

　
税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て

い
る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
。

①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
こ
ら
れ
た
人
た
ち
が
、
上

陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

②
外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人

自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の

後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、

税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
の

人
で
も
返
還
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
阪
税
関
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.c
u
st

o
m
s.g
o
.jp
/o
sa
k
a
/

〕
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
税
関
監
視

部
取
締
総
括
部
門（

５
５
２
・

０
０
２
２
大
阪
市
港
区
海
岸
通

二
丁
目
１
の
４
）〔

０
６
（
６

５
７
６
）
３
４
４
５
・
Ｅ
メ
ー

ルo
s
a
k
a
-k
o
h
o
@
c
u
s
to
m
s
.

g
o
.jp

〕

お
預
か
り
し
て
い
る

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お

返
し
し
て
い
ま
す

安
全
な
ま
ち
大
阪
を
め
ざ
し
て

●
府
内
の
治
安
情
勢

　
　
年
中
は
、
自
治
体
、
警
察
、

２７
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
な
ど
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
刑
法
犯
認

知
件
数
が
ピ
ー
ク
時
（
　
年
）

１３

と
比
べ
半
減
す
る
な
ど
、
格
段

に
改
善
し
ま
し
た
。
　

年
中
の

２７

主
な
犯
罪
の
被
害
発
生
状
況
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　

●
ひ
っ
た
く
り

　
　
年
中
、
府
内
で
は
８
７
７

２７
件
発
生
し
て
お
り
、
被
害
全
体

の
約
　
㌫
が
、
自
転
車
の
前
か

４０

ご
か
ら
盗
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
被
害
全
体
の
約
　
㌫
が
、

４５

午
後
６
時
か
ら
午
前
０
時
ま
で

の
間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

・「
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
」

を
自
転
車
の
前
か
ご
に
取
り
付

け
ま
し
ょ
う

・
バ
ッ
グ
は
た
す
き
掛
け
に
す

る
か
、
車
道
と
は
反
対
側
に
持

ち
ま
し
ょ
う

●
自
転
車
盗

　
　
年
中
、
府
内
で
は
３
万
７

２７
６
６
６
件
発
生
し
て
お
り
、
自

転
車
盗
難
の
約
半
数
が
無
施
錠

で
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
　

歳
未
満
の
人
の
被
害
が

２０

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

・
短
時
間
の
駐
輪
で
も
必
ず
鍵

を
掛
け
ま
し
ょ
う

・
防
犯
性
の
高
い
鍵
（
シ
リ
ン

ダ
ー
錠
な
ど
）
を
取
り
付
け
ま

し
ょ
う

・
自
転
車
を
路
上
に
放
置
す
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
ワ
イ
ヤ
ー
錠
に
よ
る
二
重

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

・
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

●
特
殊
詐
欺

　
　
年
中
、
府
内
で
は
１
１
７

２７
０
件
発
生
し
、
被
害
総
額
は
約

　
億
４
１
０
０
万
円
と
な
っ
て

４１い
ま
す
。
認
知
件
数
の
約
　
㌫
４４

が
、
還
付
金
等
詐
欺
の
被
害

で
、
被
害
総
額
の
約
　
㌫
が
架

６０

空
請
求
詐
欺
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
医
療
費
や
社
会
保
険
料
な

ど
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
返
金
し
ま
す
」

と
い
う
電
話
や
「
現
金
を
送
っ

て
」
な
ど
い
き
な
り
現
金
を
要

求
す
る
電
話
は
詐
欺
で
す
。

　
ま
た
、
未
公
開
株
の
購
入
や

老
人
ホ
ー
ム
入
居
な
ど
を
持
ち

か
け
、
こ
れ
を
断
る
と
、「
名
義

だ
け
貸
し
て
」「
権
利
を
譲
っ

て
」
と
言
っ
て
食
い
下
が
り
、 

了
承
し
た
人
に
別
の
犯
人
か
ら

「
名
義
貸
し
は
犯
罪
」「
裁
判
に

な
る
」
な
ど
の
脅
し
の
電
話
で

現
金
を
要
求
す
る
事
案
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

・
こ
れ
ら
の
電
話
が
あ
れ
ば
迷

わ
ず
１
１
０
番
か
最
寄
り
の
警

察
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔

　
１
２
３
４
〕

（２５）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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１２

府道美原太子線に係る鉄道高架化
工事が始まります

　粟ヶ池を東西に横断する府道美原太子線整

備事業に伴う、近鉄長野線の鉄道高架化工事

が９月ごろより始まります。

　この工事は平成３０年代の半ばまでを予定し

ています。

　これから現地調査や工事の進行により、騒

音や車両通行規制などご不便をお掛けします

が、ご理解とご協力をよろしくお願いしま

す。

問い合わせ　富田林土木事務所〔(２５)１１３１〕、

道路交通課（内線４１７）

道路敷内における花木類の植栽行
為について

　本市では、緑化促進などについて市民の皆

さんの自主的な参加を呼び掛けています。

　道路敷内における花木類の植栽行為につい

ても、「市民の皆さんの積極的な地域活動の一

環として実施されていくこと」、「より多くの

市民の皆さんが参加できること」を条件に、

これらの植栽行為を承認しています。

　植栽行為をお考えの際は道路交通課までご

相談ください。

問い合わせ　道路交通課（内線４１２、４１４）

街路樹にバケツ一杯の思いやりを

　街路樹は、私たちに安らぎを与え、緑のオ

アシスとなってくれます。

　これから夏本番を迎え、より多くの水分を

必要としますので、緑のオアシスを絶やさな

いために、皆さんの思いやりで街路樹にバケ

ツ一杯の水をあげてください。また、街路樹

に看板などを掲出すると、景観を損ねるだけ

でなく、街路樹を傷付けることになります。

　さらに、見通しが悪くなるなど、事故につ

ながる恐れもありますので、絶対にやめま

しょう。　

問い合わせ　道路交通課（内線４１２、４１４）

　
地
域
の
緑
化
を
進
め
る
た
め

に
、
町
会
（
自
治
会
）、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
の
団
体
に
緑
化
樹
を
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

配
布
時
期
　
　
年
３
月（
予
定
）

２９

緑
化
樹
の
種
類

●
高
木
（
高
さ
約
１
・
８
㍍
）

＝
キ
ン
モ
ク
セ
イ
・
サ
ザ
ン
カ
・

セ
イ
ヨ
ウ
カ
ナ
メ
（
レ
ッ
ド
ロ

ビ
ン
）
・
ヤ
マ
モ
モ
・
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
・
コ
ブ
シ
・
サ
ル
ス
ベ
リ
・

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
・
ハ
ク
モ
ク
レ

ン
・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
　
種
類

１１

申
し
込
み
　
８
月
８
日

～
　２６

日

ま
で
に
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
１
）
へ
　

※
個
人
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
植
樹
お
よ
び
管
理
は
各
団
体

で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
緑
化
樹
の
配
達
は
原
則
で

き
ま
せ
ん
。

※
１
カ
所
当
た
り
　
本
以
上
の

１０

申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。

　
市
内
で
こ
れ
か
ら
創
業
さ
れ

る
人
を
対
象
に
、
創
業
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無
料
で
学
べ
る

創
業
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
創
業
講
座
を
受
け
て
い
た
だ

く
と
創
業
に
必
要
な
経
費
の
一

部
補
助
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
優

遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
内
で
創
業
す
る
に
あ
た
っ
て

の
メ
リ
ッ
ト

●
登
録
免
許
税
の
軽
減

●
融
資
限
度
額
の
拡
大

●
創
業
関
連
保
証
の
早
期
利
用

開
始

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
新

創
業
融
資
制
度
」
の
要
件
を
緩

和●
市
創
業
支
援
事
業
補
助
金

※
各
優
遇
措
置
は
、「
創
業
講

座
」
を
受
講
す
る
こ
と
で
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
各
優
遇
措
置
に
は

そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
保
証
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
優
遇
措
置
の
内
容
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各

課
の
ペ
ー
ジ
「
商
工
観
光
課
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

創
業
講
座

と
き
　
　
月
１
日

、　

日

１０

２２


、　

日

、　

月
５
日

、

２９

１１

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時
　３０

分
（
全
４
回
）

と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

２５

順
）

申
し
込
み
　
商
工
観
光
課
で
配

布
す
る
「
受
講
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
８
月
８
日


～
、
フ
ァ
ク
ス
で
、
府
商
工

会
連
合
会
〔

０
６
（
６
９
４

７
）
４
３
４
３
〕
へ

※
府
商
工
会
連
合
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.o
sa
k

a
-s
c
i.o
r.jp
/

〕
か
ら
メ
ー
ル
で

申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
１
）

同
制
度
の
主
な
内
容

○
無
料
で「
求
職
者
支
援
訓
練
」

な
ど
が
受
講
で
き
ま
す
。

○
職
業
訓
練
期
間
中
お
よ
び
終

了
後
も
就
職
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

○
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に

対
し
て
、
職
業
訓
練
中
に
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

河
内
長
野
職
業
訓
練
コ
ー
ナ
ー

〔

　
３
０
８
１
〕

（５３）

創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講創業講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座ををををををををををををををををををを

開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催ししししししししししししししししししまままままままままままままままままま　　 開催しますすすすすすすすすすすすすすすすすすす

求
職
者
支
援
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

～
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
で
早
期
就
職
を

め
ざ
し
ま
す
～

団団団団団団団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体体体体体体にににににににににににににににににに緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑化化化化化化化化化化化化化化化化化化樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹体に緑化樹ををををををををををををををををををを

差差差差差差差差差差差差差差差差差差しししししししししししししししししし上上上上上上上上上上上上上上上上上上げげげげげげげげげげげげげげげげげげまままままままままままままままままま　　差し上げますすすすすすすすすすすすすすすすすすす



１３

　
ま
た
、
上
下
水
道
や
電
線
な

ど
を
収
容
す
る
空
間
、
災
害
時

の
避
難
路
や
火
災
発
生
時
の
延

焼
防
止
の
空
間
な
ど
に
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
歴

史
街
道
や
道
の
駅
の
よ
う
に
安

ら
ぎ
を
与
え
る
場
と
な
る
な

ど
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
道
路
は
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
も
の
で
す
が
、

ご
み
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
、

看
板
類
の
設
置
や
商
品
の
は
み

出
し
な
ど
に
よ
る
不
法
使
用
、

さ
ら
に
は
違
法
駐
車
や
自
転
車

の
放
置
な
ど
が
日
常
的
に
見
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
安
全
で
き

れ
い
な
は
ず
の
道
路
も
そ
の
機

　
道
路
は
、
人
や
車
の
通
行
を

目
的
に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
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「いい出会い　いい道からの　贈り物」

　
車
は
、
市
民
生
活
に
大
き
な

変
化
と
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
環
境

や
健
康
、
経
済
な
ど
に
影
響
を

及
ぼ
し
、
特
に
公
共
交
通
の
衰

退
と
い
う
大
き
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
社
会
で
は
、
車
を
運
転

夏
休
み
の
お
出
掛

夏
休
み
の
お
出
掛
けけ

は
公
共
交
通
を
ご

は
公
共
交
通
を
ご
利利

用
く
だ
さ

用
く
だ
さ
いい

能
が
十
分
に
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
で
は

道
路
を
常
に
広
く
美
し
く
、
安

全
に
使
用
す
る
気
運
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
８
月
１

日

～
　
日

を
「
道
路
ふ
れ

３１

あ
い
月
間
」、
８
月
　
日

を

１０

「
道
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
道

路
の
美
化
や
安
全
に
つ
い
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
安
全
確

保
の
た
め
、
道
路
の
穴
や
陥

没
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
破
損
、

溝
蓋
の
破
損
・
隙
間
な
ど
を
見

掛
け
た
と
き
は
、
道
路
交
通
課

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）

墓花などを販売します

　富田林霊園管理棟前で、供花（墓花）・お参りセット（ロー

ソク、線香、マッチ）を期間限定で販売しますので、お墓

参りの際にぜひご利用ください。

とき　８月１１日～１４日（お盆）、９月１９日、２２日、

２４日、２５日（お彼岸）、２９年３月１８日～２０日（お彼

岸）、いずれも午前９時～午後１時

問い合わせ　にこにこ市場〔(３５)３５０２〕

市営葬儀対策委員会委員を募集

　本市では、市民の皆さんから幅広いご意見をいただき、

公衆衛生事業をより推進するため、２８・２９年度の市営葬儀

対策委員会委員を募集します。

対象者　市内在住で市営葬儀の在り方について関心のある

２０歳以上の人

※ただし、葬儀業者などの関係者は除きます。

募集　２人（申し込み多数の場合抽選）

任期　３０年３月３１日まで

申し込み　８月１９日（必着）までに、衛生課に備え付け

の申込用紙に必要事項を記入し、同課（内線１４８）へ　※申

込用紙は、市ウェブサイトの各課のページ「衛生課」から

ダウンロードもできます。

資源プラスチック製容器包装の品質調査が実
施されました～資源ごみの分別収集にご協力
を～

　普段皆さんに分別していただいているプラスチック製容

器包装（発泡トレイや卵パックなど）については、毎年収

集した物の品質調査が実施されています。今年度は、６月

１０日にプラスチック製容器包装の品質調査が実施され、総

合評価「A」（最高評価）をいただきました。

　これは市民の皆さん一人一人の分別意識の結果であり、

非常に感謝しています。今後も次の点に注意して、ごみの

分別収集にご協力ください。

・収集対象はプラマークのあるものです

　プラスチック製容器包装は、商品を入れ

ていたもの、包んでいたものが対象です。　

　容器包装外のプラスチック製品（ビデオ

テープ、歯ブラシ、タッパーなど）は、「もえ

るごみ」または「粗大ごみ」で出してください。

・ きれいに洗って出してください

　汚れているものはリサイクルできません。洗っても汚れ

が落ちないものは、「もえるごみ」で出してください。

・ 二重袋にしないでください

　大きな袋の中に小袋に入れた物を出さず、１枚の袋に入

れて出してください。

・危険物を入れないでください

　回収したプラスチック製容器包装の中にガラス片、カミ

ソリ、注射針などの危険物が入っていると、収集作業や手

選別作業の際に作業員が負傷する可能性があります。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

で
き
な
い
人
が
増
え
、
外
出
の

困
難
な
人
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
は
、
そ
う
い
っ
た

人
た
ち
の
移
動
を
支
え
る
安
心

で
安
全
な
交
通
機
関
で
す
が
、

近
年
、
全
国
で
公
共
交
通
、
特

に
路
線
バ
ス
の
減
便
や
廃
止
が

相
次
い
で
い
ま
す
。

　
夏
休
み
は
旅
行
な
ど
出
掛
け

る
機
会
も
多
く
な
る
時
期
で

す
。
　
車
の
利
用
を
少
し
見
直
し
、

公
共
交
通
の
利
用
に
転
換
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
公
共
交
通
を

み
ん
な
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

プラマーク




